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Ayase River Times 
みんなで 「ほっと、いっしょに、いきいきと」 

～安心・信頼を大切に 共に考え・学び お互いの自己実現を目指します～ 

あいのわ福祉会 

＜ 施 設 長 よ り ＞  

  今年も一泊の宿泊行事が始まった。綾瀬あかしあ園では、この時期 3 つのグループに分かれ宿

泊行事を行っている。第一弾は、9月16日、17日、「宇都宮ろまんちっく村への旅」だった。 

 担当支援員たちは、行事一ヶ月位前「ろまんちっく村で利用者さんに自然を楽しんでもらってグル

ープ皆でリフレッシュしてこよう」などと余裕で語り合っていた。それが一週間位前になると「コレも心

配、アレも心配、こうなったらどうしよう、ああなったらどうしよう」の心配症支援員集団と化していた。

特に食事内容、食形態の心配が一番だ。宿泊行事中の夢までみる支援員も出てくるので、その夢の

対策まで話題となり、いざという時何の役にも立たないであろう数分でなくなるスポーツ用の酸素ボ

ンベまで荷物に入れだす状況となった。既に「ろまんちっく」とは大分疎遠となっていた。 

 毎回、出発前日の夕方の職員室では「皆、事故や怪我をしないで生きて帰ってこよう」という高い

のか低いのか良く分からない目標設定に辿り着く。 

そしてお互いに「明日の朝、具合が悪いから行けないなんて言い出す職員は一生許さないから」

と脅しあって帰宅する。 

 出発の朝、今夏の猛暑少雨を今日一気に清算というような、低温多雨だった。そのため計画の変

更や雨対策で大忙しとなり、かえって心配症支援員集団の緊張は和らぎ、バスが出発する頃にはい

つもの楽しいグループの空気を取り戻した。 

 支援員たちの心配とは裏腹に、悪夢に登場していた利用者さんたちは2日間笑顔いっぱいでもりも

りの食欲と笑顔を見せてくれた。目の光が、笑顔が、明らかに普段と違うのだ。特にお風呂に入って

いる時と、レストランで食事をしている時の利用者さんの笑顔は、支援員たちの最も好きな利用者さ

んの笑顔なのだと私は感じている。支援員として至福の瞬間ではないだろうか。 

 同行する私はというと、一週間前からの担当支援員たちの気持ちは、さぞかし不安だろうなあと思

いながらも自分の不安も打ち消すように「わはは」と笑っていた。ろまんちっく村に着いた時、小雨に

なっていたので、担当支援員と相談して野外の土産物屋を散策することになった。利用者さんは、

ほぼ全員持参の雨衣を着用していた。私は大声で「職員は車椅子を両手で押すので危ないから傘

なしで濡れるうー」と激を飛ばしながら、ちゃっかり持参の雨衣を着た。「あーっ」とボランティアの大

学生さんが私を見て声をあげた。                                 （太田 記）                          

＜ 事 務 室 よ り ＞ 

私は仕事で青井の金融機関に行くことが多いのですが、先日ついでがあり綾瀬駅前の銀行へ

行くことがあり受付番号カードを引いて待っていました。思った程待たずに番号を呼ばれ数

分でお金と通帳がトレイにのって出てきました。私がトレイに手をかけた瞬間「ピンポーン!!」

と次の人を呼ぶチャイムが鳴り、私はせかされるようにカウンターを離れました。青井の信

用金庫ではお客様がお金や通帳をバッグに入れカウンターに背を向けるまでは次の人を呼ぶ

ことはありません。混雑する駅前と青井の商店街の違いなのかはわかりませんが、私は少し

待っても丁寧な対応にホッとさせられます(*^_^*)電話や来客を対応する立場としてどんな状

況であっても丁寧に平等に気持ちよく接することは大切だな～と感じました。電話や受付で

の接客･･･相手の方に心地よく思っていただける応対を心掛けたいと改めて思いました。 

(＾-＾)/                                                （髙原 記） 

＜ 保 健 室 よ り ＞ 

 日中はまだまだ暑い日が続いています。夜は涼しくなって眠れるようになって来ました。

寝ても寝ても眠い！！夏の疲れが出る頃です。入浴は少しぬるめのお湯にゆったりと１０～

１５分程浸かり疲れをとりましょう。胃腸も弱っています。食欲にまかせず控えめにしてい

たわりましょう。                            （宇野 記） 

＜ ２ Ｆ にこにこグ ル ー プ よ り ＞ 

やっと朝晩涼しい日が続くようになりましたが、まだ日差しは強く、肌を焼く暑い今日こ

の頃。皆様ご健勝のことと思います。 

 さて、大観覧車や水上バスに乗ったり、動物園、買い物に行ったり、それぞれの冒険と思

い思いの小外出も残すところあと2 組となりました。そして、話し合いを通して段々と実体

化してきている宿泊行事！！保護者の方々やボランティアさんの協力のもと、全員参加で楽



しく事故のない宿泊を目指し、一丸となって頑張っています。皆さん、沢山楽しみましょう

ね。                                 （堀口 記） 

＜ ３ Ｆ ゆいま～るグ ル ー プ よ り ＞  

 ９月１６、１７日に宿泊行事があり、宇都宮方面に行ってきました。一日目はあいにくの

雨でしたが、わくわくグランディ科学ランドを見学したり、宿泊先のろまんちっく村でお土

産を買ったりして過ごしました。入浴では露天風呂に入ることができ、みなさんとても気持

ち良さそうな表情をしていたのが印象に残っています。二日目はイオン佐野新都市ショッピ

ングセンターでショッピングを楽しみました。この二日間あっという間に過ぎてしまいまし

たが、みなさんにとってとても充実した二日間だったのではないかと思います。ゆいま～る

グループにまた一つ思い出ができました♪                 （尾臺 記） 

＜ ４ Ｆ グ ル ー プ よ り ＞ 

  残暑が厳しい9月ももう残りわずか…。さて、4Ｆグループでは10月7・8日にある宿泊

行事に向けて準備をしている最中です。2年連続で栃木県に行ってきます。1日目はホテルで

ゆっくり、2日目は佐野アウトレットでお買いものをする予定です。昨年度は台風と重なり、

延期になってしまったために、全員が延期にならないで～と話しています。今年こそは天気

に恵まれ、予定通り行けることを願っています。皆で大きなてるてる坊主を作ろ～っと！！                  

(中村 記) 

＜ 全 体 行 事 よ り ＞  

9月7日に4Fグループの鵜の澤えり子さんの還暦を祝う会を行ないました。 

祝う会には、ロッキーⅡの所長でもある佐藤さんや大勢の保護者の皆様にもお越しいただき

ました。保護者の皆様と利用者さんから記念品の贈呈や歌のプレゼントもあり、鵜の澤さん

の還暦を盛大にお祝いしました。祝う会の最後には、４F グループの皆さんと記念撮影！！

とても嬉しそうな鵜の澤さんでした！！ 

鵜の澤えり子さん、還暦おめでとうございました！！            （相田 記） 

 

 

 

さて、今月のボランティアさんは何人？ 

８月２４日～９月２２日まで…      延べ ８人！！！ 

 綾瀬あかしあ園では、日常的な活動をお手伝いいただけるボランティアを常時募集しておりま

す。詳細については地域ボランティア担当 神野(じんの)・西川・尾臺（おだい） 宛にお電話く

ださい                                     （地域ボランティア担当一同） 

 

☆ １０ 月 の 予 定 ☆ 

5日    クラブ   

7･8日   ４Fグループ宿泊 

14･15日 にこにこグループ宿泊   

20日   全体保護者会 

22日   ゆいま～るグループ小外出 

26日   訪問美容サービス『陽だまり』 

＜ 編 集 後 記 ＞ 

  暑かった8・9 月…。何をしていても暑くって、今年の夏は異常でした。 

今年の秋は例年より短いとニュースで言っていましたが、そんな短い秋は『食欲の秋』？

『イベントの秋』？『スポーツの秋』？                 (中村 記） 


